
原子力産業界が進める自主的・継続的な安全性向上への取り組み

た
ゆ
ま
ぬ
安
全
性
追
求
、ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
改
善
支
援

問
題
発
見
へ
発
電
所
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
日
常
的
に
監
視


年
戦
略
立
て
目
標
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

一般社団法人　原子力安全推進協会　略称ＪＡＮＳＩ 事
業
者
は
強
い
決
意
で
力
を
注
ぐ

原
子
力
発
電
所
の
リ
ス
ク
　
常
に
認
識

安
全
対
策
は
事
業
者
全
体
で
共
有

安
全
対
策
検
討
へ
の
最
新
リ
ス
ク
評
価
手
法

自
然
災
害
な
ど
に
備
え
た
安
全
対
策
技
術
な
ど

国
際
的
な
中
核
拠
点
め
ざ
し
研
究
開
発
推
進

電力中央研究所原子力リスク研究センター　略称ＮＲＲＣ

規制当局と積極的に対話し信頼関係構築

原子力産業界の安全対策をリード

国内外の関係機関と協力、意見・情報交換

原子力エネルギー協議会　略称ＡＴＥＮＡ

原子力産業界の取り組み紹介パンフレットを発行

（５） 第３９６２号第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）３月１５日（金曜日）（週　刊）

　年３月日に発生した東日本大震災を起因とする東京電力福

島第一原子力発電所事故への反省と得られた教訓から、原子力産業

界全体が「再びこのような事故を起こさない」という強い覚悟で、

国の規制だけに頼らない、事業者による自主的な安全性向上への取

り組みに力を注いでいる。その一環で、原子力産業界全体としての

安全性向上の取り組みを強固に支援するため、一般社団法人原子力

安全推進協会（ＪＡＮＳＩ）、原子力エネルギー協議会（ＡＴＥＮ

Ａ）を設立した。また、一般財団法人電力中央研究所内に原子力リ

スク研究センター（ＮＲＲＣ）を設置して活動を展開している。本

特集では、事業者の取り組みとＪＡＮＳＩ、ＮＲＲＣ、ＡＴＥＮＡ

の主要な活動と成果をまとめ、原子力産業界が進める自主的安全性

向上の取り組みの現状を紹介する。

　
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ（
東
京
都
港
区
芝
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ

ェ
ブ
ス
タ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
会
長
）

は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

よ
う
な
重
大
事
故
を
２
度
と
起
こ

さ
な
い
と
い
う
原
子
力
産
業
界
の

総
意
の
も
と
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
ア

イ
ラ
ン
ド
原
子

力
発
電
所
事
故

後
に
米
国
原
子

力
産
業
界
が
立

ち
上
げ
た
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
米
国
原

子
力
発
電
運
転

協
会
）
を
モ
デ

ル
に
自
主
規
制
組
織
と
し
て
２
０

１
２
年

月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
前
は
、
原
子
力
発
電
は
国
の
規

制
基
準
を
満
足
し
て
い
れ
ば
大
丈

夫
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
震
に
対
し
て
は
設
計
通

り
原
子
炉
は
停
止
し
ま
し
た
が
、

津
波
に
よ
る
被
害
は
想
定
以
上

で
、
原
子
炉
冷
却
、
放
射
性
物
質

の
閉
じ
込
め
が
で
き
ず
に
重
大
事

故
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
反
省
か

ら
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
足

し
世
界
で
最
も
厳
し
い
新
規
制
基

準
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者

も
新
規
制
基
準
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
自
主
的
安
全
性
向
上
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、
そ
の
支
援
機
能

の
強
化
の
一
つ
と
し
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
が
発
足
し
ま
し
た
」
。
そ
う
経

緯
を
語
る
の
は
、
企
画
部
戦
略
・

連
携
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
滝
沢

昌
夫
氏
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
日
本
の
原
子
力
産
業
界
に
お
け

る
世
界
最
高
水
準
の
安
全
性
の
追

求
～
た
ゆ
ま
ぬ
エ
ク
セ
レ
ン
ス
の

追
求
～
」
で
あ
る
。
「
決
し
て
新

規
制
基
準
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
常
に
さ
ら
な
る
安
全

性
向
上
を
追
求
し
続
け
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
」。

そ
れ
が
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
反
省
で
得

た
教
訓
だ
と
い
う
。

　
主
要
な
活
動
は
、
エ
ク

セ
レ
ン
ス
の
設
定
、
事
業

者
の
安
全
性
向
上
活
動
に

対
す
る
評
価
（
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
（
訪
問
評
価
）
な

ど
）
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く

支
援
で
あ
る
。
エ
ク
セ
レ

ン
ス
を
事
業
者
に
提
示

し
、
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
通
じ
て
原
子
力
施
設
の

実
際
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ま
と

め
、
事
業
者
の
改
善
・
課

題
解
決
や
原
子
力
防
災
訓

練
の
支
援
、
人
材
育
成
な

ど
に
活
か
す
。
新
た
な
知

見
の
調
査
・
収
集
を
通
じ
て
エ
ク

セ
レ
ン
ス
を
見
直
す
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
エ
ク

セ
レ
ン
ス
を
追
求
す
る
。
そ
れ
が

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
の
活
動
サ
イ
ク
ル
で

あ
る
。

　
組
織
は
事
業
者
、
関
連
企
業
な

ど
原
子
力
産
業
界
の
１
２
８
社
の

会
員
で
構
成
。
会
長
・
理
事
長
と

全
事
業
者
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
な
る
理
事

会
と
会
長
以
下
の
執
行
体
制
を
敷

き
、
事
業
者
や
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

出
向
者
な
ど
約
２
０
０
人
の
職
員

が
評
価
・
支
援
活
動
に
励
ん
で
い

る
。
会
長
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
氏
は

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
Ｅ
Ｖ
Ｐ
（
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
バ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
）
と
し
て
の
経
歴
が
あ
り
、
理

事
会
な
ど
の
議
長
を
務
め
る
ほ

か
、
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
パ
イ
プ
役
、

高
い
見
地
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
役

も
担
っ
て
い
る
。

　
国
と
は
独
立
し
た
自
主
規
制
活

動
を
し
て
い
る
が
、
互
い
に
相
乗

効
果
を
あ
げ
る
関
係
を
志
向
し
、

産
業
界
の
自
主
的
安
全
性
向
上
を

支
援
す
る
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ

Ｃ
と
協
力
・
連
携
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
世
界
原
子

力
発
電
事
業
者
協
会
）
と
も
国
際

協
力
・
連
携
し
、
意
見
交
換
や
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
レ
ビ
ュ
ワ

ー
の
相
互
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
主
た
る
活
動
の
一
つ
は
事
業
者

の
安
全
性
向
上
活
動
を
評
価
す
る

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
で
、
そ
の
信
頼
性

は
高
く
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ピ
ア
レ
ビ
ュ

ー
と
の
同
等
性
が
承
認
さ
れ
て

い
る
。
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
は
こ
れ
ま

で
に

回
実
施
し
て
き
た
。
事
業

者
の
安
全
性
に
影
響
す
る
す
べ
て

の
活
動
を
現
場
調
査
な
ど
し
て

評
価
し
、
改
善
事
項
、
良
好
事
例

な
ど
を
事
業
者
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
伝
え

る
。
そ
の
内
容
は
第
三
者
に
は
非

公
開
だ
が
、
理
事
会
で
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
の
結
果
は
報
告
さ
れ
、
事
業

者
Ｃ
Ｅ
Ｏ
間
の
評
価
（
ピ
ア
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
）
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
。

　
原
子
力
発
電
所
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ

ー
は
原
則
４
年
に
１
回
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
発
電

所
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
日
常
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
仕
組
み
も
取

り
入
れ
、
問
題
の
早
期
の
発
見
と

改
善
支
援
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
発
電
所
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
基
づ

く
総
合
評
価
も
行

い
、
優
良
発
電
所

を
特
別
表
彰
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で


発
電
所
を
表
彰

し
た
。
以
上
の
活

動
成
果
に
つ
い
て

は
、
公
開
年
次
報
告
書
（
ア
ニ
ュ

ア
ル
レ
ポ
ー
ト
）
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
す
る
な
ど
し
て
発
信
し
て

い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
は
発
足
後
、
策
定

し
た
５
カ
年
計
画
に
基
づ
き
活
動

を
進
め
て
き
た
が
、
そ
の
先
に
あ

る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
す
る
た

め
２
０
１
９
年
３
月
に

年
戦
略

を
策
定
。

の
主
要
ア
ク
シ
ョ
ン

を
設
定
し
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
と
事
業

者
の
取
り
組
み
の
道
標
と
し
て


年
間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し

て
い
る
。

　
「

年
戦
略
で
は
、
原
子
力
産

業
界
の
自
主
規
制
組
織
と
し
て
事

業
者
の
自
主
的
安
全
性
の
向
上
を

牽
引
し
て
い
る
と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
の
将
来
の
姿
、
そ
し
て
事
業
者

の
自
主
的
安
全
性
向
上
の
取
り
組

み
が
定
着
し
継
続
的
な
改
善
が
は

か
ら
れ
て
い
る
と
い
う
産
業
界
の

将
来
の
姿
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

道
標
を
描
き
ま
し
た
」
と
、
滝
沢

氏
は
説
明
す
る
。
現
在
は
そ
の
改

訂
版
を
ま
と
め
て
い
る
。
自
主
的

安
全
性
の
さ
ら
な
る
高
み
へ
向

け
、
新
た
な

年
戦
略
で
何
が
示

さ
れ
る
の
か
注
目
し
た
い
。

（Japan Nuclear Safety Institute）〔　　年月設立〕

滝
沢
昌
夫
氏

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
原
子
力
発
電

所
な
ど
の
規
制
強
化
の
た
め
、
国
は
原
子
炉
等
規
制
法

の
法
改
正
を
行
い
、
す
で
に
認
可
し
て
い
る
原
子
力
発

電
所
や
核
燃
料
施
設
な
ど
に
最
新
の
規
制
基
準
へ
の
適

合
を
義
務
付
け
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
制
度
や
、
運
転
期

間
延
長
認
可
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
し
、
同
改
正
法
に

基
づ
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
新
た
な
規
制
基
準
を

策
定
し
て
、
２
０
１
３
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　
一
方
、
事
業
者
は
事
故
後
、
原
子
力
発
電
所
が
も
つ

特
性
と
リ
ス
ク
を
常
に
認
識
し
て
、
こ
の
新
規
制
基
準

に
適
合
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
主
的
か
つ
継
続

的
な
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

　
電
気
事
業
連
合
会
に
よ
れ
ば
、
地
震
、
津
波
な
ど
の

自
然
災
害
対
策
と
し
て
、
活
断
層
や
原
子
力
発
電
所
の

敷
地
の
地
下
構
造
調
査
や
施
設
の
耐
震
強
化
、
防
波
壁

・
防
潮
堤
設
置
な
ど
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
設
計
を
超

え
る
事
象
や
テ
ロ
な
ど
を
想
定
し
て
、
電
源
喪
失
や
原

子
炉
の
冷
却
機
能
喪
失
へ
の
対
策
と
し
て
、
複
数
ル
ー

ト
に
よ
る
外
部
電
源
確
保
、
電
源
車
配
備
、
緊
急
時
の

水
源
の
多
様
化
や
可
搬
型
ポ
ン
プ
配
備
な
ど
、
多
重
の

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
重
大
事
故
が
起
き
た
場
合
の
対
策
拠
点
整
備
や
、
緊

急
時
体
制
の
整
備
・
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
様
々
な

事
象
を
想
定
し
た
訓
練
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
や

地
元
自
治
体
と
連
携
し
た
緊
急
時
の
通
報
・
連
絡
を
含

む
防
災
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
事
業
者
全
体
で
水

平
展
開
す
る
た
め
、
各
社
の
原
子
力
部
門
責
任
者
で
構

成
す
る
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
タ
ス
ク
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
安
全
に
関
す
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

互
い
に
共
有
・
比
較
し
、有
効
な
対
策
を
採
用
す
る
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
る
。加
え
て
、原
子
力
産
業
界
が
一
体

と
な
り
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
、Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
、Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
が
、

自
主
的
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
支
え
て
い
る
。

　
高
度
に
発
展
し
た
日
本
社
会
を
支
え
る
重
要
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
し
た
供
給
の
た
め

に
は
、
原
子
力
発
電
は
重
要
な
電
源
の
一
つ
で
あ
る
。

停
止
し
て
い
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
も
進
ん
で
お

り
、
そ
の
安
定
し
た
運
用
の
た
め
に
も
原
子
力
産
業
界

を
あ
げ
た
自
主
的
な
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
欠

か
せ
な
い
。
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
、
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

　
電
力
中
央
研
究
所
（
電
中
研
）

で
は
、
従
前
よ
り
原
子
力
発
電
の

活
用
に
必
要
な
研
究
に
幅
広
く
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
。
２
０
１
２

年
７
月
に
は
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
を
受
け
、
軽
水
炉
の
安

全
性
向
上
に
必
要
な
技
術
開
発
な

ど
を
目
的
に
軽
水
炉
安
全
特
別
研

究
チ
ー
ム
を
設
置
。
一
方
、
事
業

者
の
間
で
は
、
低
頻
度
だ
が
発
生

す
れ
ば
大
被
害
を
も
た
ら
し
得
る

大
地
震
や
大
津
波
の
よ
う
な
事
象

に
よ
る
影
響
を
リ
ス
ク
評
価
も
活

用
し
つ
つ
的
確
に
想
定
し
、
対
策

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
認
識

が
高
ま
っ
て
い
た
。

　
「
そ
こ
で
、
リ
ス
ク
評
価
な
ど

の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
蓄
積

し
て
き
た
関
連
分
野
の
人
材
と
研

究
基
盤
の
効
果
的
な
活
用
を
目
的

に
、
軽
水
炉
安
全
特
別
研
究
チ
ー

ム
の
研
究
体
制
を
強
化
す
る
形
で

２
０
１
４
年

月
に
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
を

電
中
研
に
設
置
し
ま
し
た
」
と
、

電
中
研
広
報
グ
ル
ー
プ
ス
タ
ッ
フ

上
席
の
林
田
正
輝
氏
は
語
る
。

　
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
確

率
論
的
リ
ス
ク
評
価（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）、

リ
ス
ク
情
報
を
活
用
し
た
意
思
決

定
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
最
新
手
法
を
開
発
し
、
そ
れ

を
用
い
て
事
業
者
お
よ
び

原
子
力
産
業
界
に
よ
る
原

子
力
施
設
の
安
全
性
向
上

の
た
ゆ
ま
ぬ
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
Ａ
と
は
、
原
子
力
発

電
施
設
で
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
事
故
の
シ
ナ
リ
オ

を
網
羅
的
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ナ
リ
オ
の
発
生
頻
度
と
、

そ
れ
が
万
一
発
生
し
た
場
合
の
影

響
の
大
き
さ
を
定
量
的
に
評
価
す

る
手
法
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
の
国
際
的
な
中
核

的
拠
点
と
な
り
、
全
利
害
関
係
者

か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
所
長
に
は
元
米
国
原
子
力
規
制

委
員
会
委
員
で
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
世
界
的

権
威
で
あ
る
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
名
誉
教

授
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ポ
ス
ト
ラ
キ

ス
博
士
が
就
任
。

　
所
長
の
下
に
４
つ
の
チ
ー
ム
が

あ
り
、
企
画
運
営
チ
ー
ム
は
、
各

種
会
議
運
営
や
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
を
通
じ
た
情
報
発
信
を
行

い
、
リ
ス
ク
情
報
活
用
推
進
チ
ー

ム
は
、
事
業
者
が
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
得
ら

れ
る
定
量
的
リ
ス
ク
情
報
を
活
用

し
た
安
全
性
向
上
対
策
な
ど
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
で
き
る

よ
う
、
事
業
者
の
具
体
的
な
戦
略

策
定
と
そ
れ
に
則
っ
た
取
り
組
み

を
支
援
・
促
進
し
て
い
る
。

　
リ
ス
ク
評
価
研
究
チ
ー
ム
は
、

原
子
力
施
設
に
潜
在
す
る
リ
ス
ク

の
検
知
と
評
価
に
関
す
る
技
術
課

題
を
抽
出
し
、
最
新
の
評
価
手
法

を
加
味
し
て
、
そ
の
課
題
解
決
の

た
め
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
自
然
外
部
事
象
研
究
チ
ー
ム

は
、
地
震
や
津
波
、
火
山
、
竜
巻

な
ど
様
々
な
自
然
外
部
事
象
の
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
お
よ
び
原

子
力
発
電
施
設
へ
の
影
響
に
つ
い

て
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
原
子
力
発
電

施
設
の
主
に
出
力
運
転
時
に
つ
い

て
、
地
震
、
津
波
、
溢
水
、
火
災

な
ど
の
各
ハ
ザ
ー
ド
事
象
に
対
す

る
、
レ
ベ
ル
１
（
炉
心
損

傷
）
、
レ
ベ
ル
２
（
格
納

容
器
機
能
喪
失
と
放
射
性

物
質
放
出
）
、
レ
ベ
ル
３

（
周
辺
公
衆
の
被
ば
く
）

の
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
の
開
発
や

高
度
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
津
波
に

よ
る
建
屋
内
浸
水
の
プ
ラ
ン
ト
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
、
レ
ベ
ル
１

か
ら
レ
ベ
ル
２
ま
で
の
一
貫
し
た

津
波
Ｐ
Ｒ
Ａ
技
術
を
世
界
で
初
め

て
開
発
す
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
が
開
発
、
高

度
化
し
た
Ｐ
Ｒ
Ａ
手
法
は
、
国
内

原
子
力
発
電
施
設
の
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害

が
原
子
力
施
設
の
機
器
・
構
造
物

に
与
え
る
影
響
に
係
る
研
究
で

は
、

Ｇ
と
い
う
大
き
な
加
速
度

で
振
動
実
験
が
可
能
な
共
振
振
動

台
や
、
陸
上
を
遡
上
す
る
津
波
を

模
擬
可
能
な
津
波
・
氾
濫
流
水
路

な
ど
の
大
型
実
験
設
備
を
活
用
し

た
実
験
や
、
そ
れ
ら
実
験
結
果
を

活
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手

法
を
開
発
し
て
い
る
ほ
か
、
断
層

の
活
動
性
評
価
も
行
っ
て
い
る
。

　
研
究
成
果
を
国
際
的
に
最
高
レ

ベ
ル
の
も
の
と
す
る
た
め
、
原
子

力
発
電
の
安
全
性
向
上
に
関
連
す

る
分
野
に
お
け
る
国
際
的
権
威
で

構
成
す
る
技
術
諮
問
委
員
会
（
Ｔ

Ａ
Ｃ
）
や
海
外
専
門
家
か
ら
最
先

端
の
知
見
や
助
言
の
提
供
を
受

け
、
適
宜
研
究
活
動
に
反
映
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
安
全
性
向
上
や
リ
ス
ク

低
減
を
産
業
界
と
一
体
と
な
っ
て

進
め
る
た
め
に
、
所
長
が
各
事
業

者
の
経
営
ト
ッ
プ
と
会
談
す
る
最

高
経
営
責
任
者
対
話
や
、
電
力
各

社
の
原
子
力
本
部
長
と
意
見
交
換

す
る
原
子
力
経
営
責
任
者
会
議
な

ど
、
事
業
者
の
各
層
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
互
い
の

認
識
を
確
認
、
共
有
し
て
い
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
や
脱

炭
素
社
会
実
現
に
原
子
力
発
電
は

今
後
も
必
要
な
電
源
で
す
が
、
安

全
性
確
保
が
大
前
提
で
す
。
安
全

性
を
高
め
、
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

取
り
組
み
に
終
わ
り
は
な
く
、
必

要
な
知
見
や
技
術
の
獲
得
へ
、
事

業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
研
究
開
発
を
進
め
、
国
際
的
に

も
実
力
や
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ

る
成
果
を
創
出
し
、
原
子
力
発
電

の
有
効
活
用
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
」
と
、
林
田
氏
は
意
気
込
み
を

語
る
。

林
田
正
輝
氏

共
振
振
動
台
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
性
能
確
認
試
験

と

発
電
所
敷
地
内
で
の
津
波
挙
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像

（Nuclear Risk Research Center）〔　　　年月設置〕

　
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
（
東
京
都
千
代
田
区

大
手
町
、
魚
住
弘
人
理
事
長
）
は
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の

政
府
に
お
け
る
原
子
力
の
自
主
的
安

全
性
向
上
に
関
す
る
議
論
な
ど
を
踏

ま
え
、
原
子
力
産
業
界
自
ら
が
自
主

的
・
継
続
的
に
リ
ス
ク
を
低
減
し
て

い
く
た
め
、
事
業
者
や
メ
ー
カ
ー
な

ど
産
業
界
各
組
織
の
安
全
性
向
上
に

向
け
た
活
動
を
原
子
力
発
電
所
の
現

場
の
安
全
対
策
に
十
分
結
び
付
け
て

い
く
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、
２

０
１
８
年
７
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
事
業
者
と
メ
ー
カ
ー
か
ら
専
門
家

を
職
員
と
し
て
約

人
結
集
。
電
力


社
、
メ
ー
カ
ー
４
社
、
関
係
機
関

４
機
関
の

会
員
で
組
織
を
構
成
し

て
い
る
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
事

業
者
や
メ
ー
カ
ー
、関
係
機
関
な
ど
、

原
子
力
産
業
界
全
体
の
知
見
や
リ
ソ

ー
ス
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

自
主
的
に
効
果
あ
る
安
全
対
策
を
立

案
し
、
事
業
者
の
現
場
へ
の
導
入
を

促
す
こ
と
で
、
原
子
力
発
電
所
の
安

全
性
を
さ
ら
に
高
い
水
準
に
引
き
上

げ
る
こ
と
で
す
」
と
、
事
務
局
長
の

示
野
哲
男
氏
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
た
め
「
原
子
力
産
業
界
自
ら

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
原

子
力
の
安
全
に
関
す
る
課
題
に
対
し

て
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
取
り
組

む
。
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
（
Ｎ

Ｒ
Ａ
）
が
定
め
る
規
制
基
準
に
従
う

だ
け
で
な
く
、
産
業
界
自
ら
が
常
に

安
全
対
策
を
考
え
、
よ
り
高
い
水
準

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す
」
。
こ
れ
こ
そ
が
、

福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
反

省
か
ら
得
た
大
事

な
教
訓
だ
と
、
活

動
の
主
体
性
を
強

調
す
る
。

　
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
メ
ー
カ
ー

の
専
門
家
が
参
加

し
て
い
る
強
み
を

活
か
し
、
効
果
的

な
安
全
対
策
を
立

案
し
て
事
業
者
に

安
全
対
策
の
導
入

を
求
め
る
。
課
題

の
特
定
・
検
討
段

階
で
産
業
界
の
活

動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
し
、
各
機
関

の
知
見
や
リ
ソ
ー

ス
を
活
用
す
る
。
安
全
性
向
上
と
い

う
共
通
目
的
の
下
で
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
と
積

極
的
な
対
話
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

を
活
動
方
針
と
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
発
足
か
ら
今
年
で
６

年
目
。
構
築
し
た
安
全
性
向
上
対
策

の
活
動
の
仕
組
み
・
体
制
の
下
で
、

ど
う
い
う
活
動
成
果
を
あ
げ
て
き
た

の
か
、
示
野
氏
は
実
績
を
あ
げ
て
紹

介
す
る
。
仕
組
み
が
機
能
し
て
い
る

取
り
組
み
事
例
で
は
、
重
要
度
の
高

い
共
通
的
な
技
術
課
題
を
、
事
業
者

・
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
が
参
加
す
る

会
議
で
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
安
全

性
向
上
対
策
と
し
て
多
く
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
技
術
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
明

確
化
し
て
い
る
。

　
海
外
事
例
か
ら
先
取
り
し
た
安
全

対
策
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
用

シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
安
全
保
護
系

回
路
の
故
障
対
策
と
し
て
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
自
動
系

の
ア
ナ
ロ
グ
回
路

の
追
加
を
決
め
、

事
業
者
は
順
次
対

策
を
導
入
中
で
あ

る
。
ま
た
、
外
部

電
源
と
し
て
３
本

の
送
電
線
で
供
給

さ
れ
て
い
る
交
流

電
源
の
う
ち
１
本

だ
け
故
障
し
た
場

合
に
、
よ
り
正
確

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
故
障
が
発
見
で

き
る
よ
う
に
自
動

検
知
装
置
の
導
入

を
決
め
、
装
置
の

開
発
・
実
証
を
経

て
２
０
２
１
年
か

ら
計
画
的
に
各
原

子
力
発
電
所
へ
実
機
を
導
入
し
て
い

る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
想
定
を
超
え
る
不
確
実

性
の
高
い
自
然
現
象
の
う
ち
、
地
震

・
津
波
に
対
す
る
新
規
制
基
準
の
要

求
を
越
え
た
対
策
の
検
討
や
、
原
子

力
発
電
所
が
安
全
に
長
期
運
転
を
継

続
で
き
る
よ
う
、
経
年
劣
化
管
理
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
を
発
刊

す
る
と
共
に
、
経
年
劣
化
管
理
に
関

す
る
活
動
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
重
要
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
規
制
当
局
と
の
対

話
で
は
、
Ｎ
Ｒ
Ａ
が
開
く
事
業
者
の

原
子
力
部
門
ト
ッ
プ
と
の
意
見
交
換

会
へ
の
参
加
・
議
論
だ
け
で
な
く
、

２
０
２
３
年
７
月
に
は
Ｎ
Ｒ
Ａ
と
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
経
営
陣
の
単
独
で
の
意
見

交
換
会
も
初
め
て
実
施
し
た
。
年
に


回
程
度
の
Ｎ
Ｒ
Ａ
開
催
の
公
開
会

合
・
技
術
委
員
会
に
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の

理
事
、
メ
ー
カ
ー
を
含
む
実
務
者
が

参
加
し
て
技
術
的
な
議
論
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
定
例
面
談
も
週
に
１
回

行
う
な
ど
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
を

効
果
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

米
国
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
や
電

力
中
央
研
究
所
、
原
子
力
安
全
推
進

協
会
、
電
気
事
業
連
合
会
な
ど
、
国

内
外
の
原
子
力
関
係
組
織
と
技
術
協

力
協
定
を
締
結
す
る
と
共
に
、
意
見

・
情
報
交
換
し
て
技
術
的
課
題
を
検

討
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
に

つ
い
て
「
取
り
組
み
は
定
着
し
、
活

動
の
仕
組
み
、
体
制
は
機
能
し
て
お

り
、
目
標
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
の
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
）
を
回
し
、
規
制
の
枠
に
と
ど

ま
ら
な
い
原
子
力
安
全
性
向
上
の
さ

ら
な
る
追
求
、
規
制
当
局
と
の
信
頼

性
構
築
・
対
話
の
継
続
、さ
ら
に
既
存

軽
水
炉
の
長
期
運
転
に
向
け
た
安
全

対
策
の
検
討
や
革
新
軽
水
炉
導
入
な

ど
、
政
府
が
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
方
針
で
掲
げ
た
原
子
力
の
価
値
向

上
へ
の
取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
、
示

野
氏
は
今
後
の
方
向
性
を
語
っ
た
。

示
野
哲
男
氏

ＡＴＥＮＡの役割

（Atomic Energy Association）〔　年７月設立〕

　電気事業連合会は、原子力産業界が一体となって進
める、「さらなる安全性の追求」について紹介するパ
ンフレットを２月に発行している。パンフレットでは、

この特集で紹介した事業者の安全性向上対策を説明す
るとともに、ＪＡＮＳＩ、ＮＲＲＣ、ＡＴＥＮＡの取
り組みを紹介している。
　電事連の広報誌・パンフレットは以下に掲載
https://www.fepc.or.jp/library/pamphlet/index.html


